コ因ナ旨然 ii 編醒が式ち油スト，ブ 

rAa ： 


耿據説明 


RX-22 


正しく使って上まに節約 




このたびは、コ□ナち油ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラごさいました。 

正し<お使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
っでち見られる巧に「保証書 J と巧に大のに保 
管して < ださし、。 


6〜7 



特に注意しでいたださたいこと 

(まをのために必すお守りください)1〜2 

使巧する場所- 3 

を部のち称-- j 

•が観園’ -- 。 

•構造図——- 3 

使用前の準備-4〜5 

•關こんと部品のむット-- 4 

•燃料-4 

•給巧——-—•—一-ち 

•点乂前の準備と確認- 5 

使话巧を- 6-7 

•点义——- - ^ 口 

•がの調節 —— -~~ 口 

•消义——- 7 

巧駕自動消乂装置-——-8 

その他の装を-- 8 

曰常の点横‘ま入れ-9〜10 

定が点検- 11 

が障.異常の見分けちと処置方を-11 

部扇交換のしかた-12 

保管く長斯間使おしない場を）-13 

化様--- - 13 

アフターサー ビス ー --14 
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—— 8 

9〜10 
——11 
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觀池別売11!體誘 KSiS 嘉& 


な巧舍な 





































田特にま意していただきたいこと度をのために 0 ず約りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の續害を未然(こ防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラになつでいます。内容 

をよく理解しでから本文をお読みくださし、。 . 

-- 絵褒巧旬例^ 

ASl ;設のミ磯合て重誤 iSSi ミん幽己舊はま恵をぉず巧容備ることを尝げ畢綠で iv 


A 危険 
八警告 
A ま意 


この表示をお巧して、誤った取りおいを 
すると、人び死じ、重傷を負ラ危険また 
は义災の危険び差し迫っでをじることび 
想定される巧客を示しでいます。_ 

このき示を無おしで、誤った取り扱いを 
すると、人び死 C 、 重傷を負ラ巧能性ま 
たは乂災の可能性び想定される巧客を示 
しでいまず。- 

この表示を無視しで、誤った取0おいを 
ずると、入力*傷害を負ラ巧能なや物の損 
害の発生び想定される巧容を示しでいま 
す。 


企 

〇 


類の庵に貝体的な速慕巧容（巧®の場送揀早躲赖な注 
患）か傑かれでいます。- 


〇設瑪は齋化の衙為である忘とを茜げる宅城すず。： 
週の带やお擠におが的な禁 it 内容（を齒该竭割ま巧封 
リン蔡止）が描かれでいまず。 


巧を鱗な巧為;を摇赤ずる巧容を第げるちのです; 
慰の中に鐘 i 藻錦なおお巧容 t 左園の場食换-般お媒 i 拭? 
為の贈示）が攤かれでいまず，. . 


么危検 (DANGiR) 


ガソリン厳禁 

乃ソリンなど揮発性の高いミをは、絶対に使巧しないでください。 
火ぶの原因になります。 


働 


么警告 (WARWING) 


スプレー吿厳禁 

スブレーあや力たツトこんろ巧ボン 
ベなどをストーブの上や前に放置し 
ないでください。熱で生の圧力び上 
び0、爆凳し、積険です。 


カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいちののそばな 
どでは使巧しないでください 。 (f 
乂災の原困になります。 ^ 


喜嫌 


換気必要 

換気せすに使巧しつづけないでくだ 
さい。 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、 
一酸化お素などび発をしで中毒にな 
るおそれびあります。 

使话中は必す1時間に1〜2回 （1 
〜2分）換気しで、新鮮な空気を補< 
給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気び十分に 
おこなえない場所では、使用しない 
でください。 

寝るとさ消火 

寝るときや別おするとさは、必す消 
火'しでください。 

また、人目の履かないところでは、 
使巧しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼-乂災のおそ 
れびあります。 

消乂の際は、必すしん調節つまみが 
消火位置にちどり、义び消えたこと 
を確かめでください。 


〇 


衣類の乾燥厳禁 づ^ 

巧類などの乾燥には使巧しないでく '― LS V V 
ださぃ。 (WW 

巧類び落下しで乂びっさ、乂災の原 
困になります。 

給油時消义 

給油は、必す消乂しでからおこなっ 

乂災の原因になります。 ® 

こぼれた'灯油は、よくふきとっでく 1/[く>] 

油漏れをお 总 A 

給油□□まは瞧じ締めでください。がつ mm 

給'油□□盡を下にしで、油漏れびなをゴ 

いことを確かめでください。 \\ _ P 巧れを巧巧り 

□をを斜めに締めたりすると、簡単 

じ□をびはすれで、火災の原因になります。 

可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧(\) 
燃性ガスび発をするちの（ベンジン、 

シンナ ー 、ガソリン）、スプレーをし^ 
使用しなぃでくださぃ。 心^み H 

乂がやが障の原因(こなります。 liJ 

やかんのせ禁止 がぷ若—^ 

ベなどをのせない 

振動や接雜によってやかんや^ 

なべなどの熱湯びこぼれ、や 

けどのおそれびあります。また、なぺの煮こぼれによっ 
でス I ーブ巧部の部品び損傷するおそれびあります。 



〇 


S お义度認 


〇 


巧れを巧ぶ1 j 

V 一'' 

















ZL ま意に AUTION ) 


居室内給泊禁止 

給油は、必す火の気のないところでおこなつで 
ください。义災のおそれびあります。 


0 


燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばないでください。リみを^^^ 
やけどのおそれびあります。 ぶ p ぷ 

また、転倒すると乂がになるおそれが^. it^l 
あります。_ 

異常時使用禁止 广 . 

におい、すすの発を、炎の色など異 、 j 
常燃焼を起こしたときは欄しない 
でください。 J 

緊急の場貪でちあわですじしんを下 \ _I 

げで消义しでください。 （7 ぺージ参照）ムニニ"ゴ^ _ 

ほこりの除去 

ほこりを、ときどき除ましでください。 wW 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそ^^ 

れびあります。 ___ 

を;誓灯油也止 イ — ^ 

変質な油（持ち越したな油など）、ちれた池、か 
の混じっている口ななどを使巧しないでください。 

異常燃烧やしんび下がらなくなるおそれびあります t _ 

局温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（因のアミ 
部がじきなどふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 驗をおク 

ルさいおろ様やからだの不白をなちのい 
るご家庭では、特にま意しでください。 

綿正部品の使用 

しんなどの部晶は、必す純正部品（指定された 
部品）を使巧しでください。 

ず想しない事故び発生するおそれびあります。 

正常燃焼の確認 

正常に赚しでいることを翻して夕^輝^# 

しんが上び0すぎた0、燃焼箇びす [ 

れでいたりすると異常燃焼し危険です。^^^_ 

燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 /0. 

燃焼筒の乃ラスび欠けたり、割れで破摸したま V X / 
まのが態では、絶巧に使用しないでください。 

異常燃焼したり、すすが'発をするおそれびあります。__ 

ふく射熱に長時間あた!5ない /-V 

ストーブに直接長時闆あたらないでください。 ( X ) 
お温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 

お子様、おを寄り、病気のち、皮ふの弱いち 
などびお使いになる揚含は、ストーブの取り扳い、部 
屋の換気、やけど、ほ温やけどや脱がをがなどについ 
で局圃の人が十分ミ主意しでください。 


お願い ( NCmCE ) 


次の場所では使用しない /Ok 

乂災や予想しない事故の原因になります。 V . V 

•水平でない場所、不安定な揚巧 
•風のあたる場所、部屋の出入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場巧 
• 不安定な物をのせた欄などの下 
•巧燃性ガスの発をする場所またをたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•理■美容室、クリーニンヴ店などスブレーや化等薬品 
を使ラ場戸斤 

•マントルピースなどストーブび画ねれる場所 
•直射日光のあたる場戸斤 


掃除機のが気にを意 

臟焼中に掃除磯の排気などをあてない 
で < ださい。 € 

風びあたるとホ义びおたり、異常燃燒 
の原因になり危険です。 __ 




可燃物との拒離を離ず 

燃えやすいちのや暦害物 
とは、必す図に示す距離 
をとつで設置しでくださ 
い。 

火おのおそれびありまず。 


lOOcm お上 



~20ot が上 


100 婦上 



〇 


分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 




〇 

か 


巧 

〕ます。 

i 0 


曰常のお手入れ時の注意 

百萬の点検 • 手 A れかぶ、す33こな〇 mw 

でください。 

点検 > ミ入れは、ストーブび冷えてからおこなつてくだ 
さい。 （9 . 10ページ参照）やけどのおそれびあります。 


保管時にしていただくこと 

長期閣使巧しないとぎまたは保管するときは、 
必すな巧をおいで、乾電池を取りはすしてくだ 
さい。傾けたり、横倒しのが態では保管しない 
でください。乂ぶのおそれびありまず。 


〇 


廃棄するとき dh 

スト-ブを廃棄処おするときは、必す給油タンク’ 

固定タンク巧のな'庙を抜き取つでください。 （10 ぺージ参照） 
巧滿や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれ力ぐありまず。 


運搬ずるとき 

ストーブを運搬する場含は、給油タンク- 
固定タンク巧のなミ虫を抜いでください。 
運搬の途かでな滿びこぼれて園囲をちずお 
それがあります。 


〇 


义了油の廃棄 

巧ミあの廃棄処分は、なミををお買い求め(こなつた販売店に 
ごネ目談 < ださい。 


2 





国ほ用ずる場所 

効果的に使用ずるために 


参外気に接する窓側などに置くと、ち気びストーブで暖められ、上昇な流するので効果的です。 
♦力一ぞシなだ瑚棘 ten とな繼龍[ま十おと。でくだ違が..：：.:.叩^ぶ!:.-.:..;-:;..,.:..;;’.，;. . I 

参扇風機やサーキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より効栗のな暖房びできます。 
♦ストーブに庭攘^胤が燕たなないよ苦運をしでくだ誰む h ："；/;： お. -：!. 



国各部のち碌 


外観図 



案内筒リング 


しん宾巧筒 




お乂ヒータ 


点义装 B 



しん案内商パツキン 


がお筒 


巧ラスが茵 


一 が巧ベース 
が焼®つまみ 


しん巧元 



ふりこ- 

給油時白動お乂装 S — 


操作パネル 



-フック 

巧巧白動消义装 ■ 

-オイルピン 

-巧逝ケース 

——巧受けざら 


固定タンク 



お'进□□を 


巧■計 


給油タンク 


X 単一おを巧油(別売) 2個を®用します。 


































































圆ほ用前の準備 


開こんと部品のセット __ 

■III 川 " mi •川 川 iwiiwmi" 川 " mum 睡 nn w i m i iw 仰 mMiwwww,—III " 川 | " | | 謂1 1 圆 I I ■ 川 <111 け ... •川 i w i " "川 . . ... 国 mumnumiimniiu 

巧の順唐で準備しでください。 


•包装箱からストーブを化ず 

>包装箱からストーブを巧り化しでください。 
>ガードをとめでいるテープをはすしで、ガ 
ードを開いて <ださい。 

>燃焼筒巻さをはすしでください。 

>タンク室ふたを開いて、タンク巧えをはす 
しでください。 


タンク巧え一ぶグ1 
(段ボール） 


燃焼筒巻さ 


>篡装箱1タジク揮も.燃焼橫造さなストーブの 
,羡粒煎扳説魄寒ち洁篇み嘗しでください， 


2.燃焼筒をじットする 

•懒烧筒をじ、ソトしたら、 
ガードをちとどおりにお 
0なけて < ださい。 

♦燃焼筒つまみををちに動 
かして、しん案の筒に正 
しくすねつでいることを 
確認してください。 



3.を霉恕(単一お2個）をたツトずる 

♦乾電船は別売です。 

参同じ種類の新しい単一形乾電池を2個巧意し 
でください。 

種類の異なる乾電恕、または新しい謗電池と 
ちい教電池を組み S わせて使巧しますと、液 
漏れや破裂のおそれがありまず。 

I ♦シープン始めにすぺで新しい乾電鄉じ交換し 

► で<ださい。消耗した乾電鄉を使巧すると、 
お乂しにくい揚含がありまず。 

•後側にある電池クースに、乾電池を電池クー 
スの総のち向に含ねせて正しくじツトしでく 
ださい。 


左ちじ動かす 




燃料は必ずな巧 U 旧1号な巧)を使用しでください。 

A ’ A 运険1ガソリンなどの揮お巧の高い'ぶはお巧に使用しないでください。乂がの原因になります。 

♦1 么ミま意」変質な油、不知巧巧、るれた油、かの寇じっているな油などは絶巧に使南しないでください。 
•添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

♦灯ミをは必す乂気.雨水•ごみ‘高温および直射曰がをさけた場巧じ保管しでくたさい。 


rb 油とガソリンの見分けかた J 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

从'の気のなし佩でおこなつでくださし、。） 



^涵 


な巧は ガソリンは 

めれたまま すぐをく 


巧シーズンよ長期間日光に容器のふたび 
〇特ち越しのあたる巧や温閱けてあつた0、 
巧巧 度の高い巧に乳白をのポリ 

保营した巧'庙容器で保賣し 

0 の ro 


獲)優)慶1部 


水-ごみやな 
巧ながの油が 
I まんのねすか 
でち混入した 

ロミをィ — V 



、の’么 



e 巧，巧げ巧 • 
でんぷら巧… 


•極度に変質したち 
のは、黄色巧びか 
つたり、すつぱい 
においがします， 

•必す'灯油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

参巧ミをはシーズン巧 
に使い章りましよラ。 


fi ® l ^ cF # pWIPS ^-囊 ii 誦冀讚猶義藝诘巧: i .. s ^^ 
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給油の手順とミを意 


1•給油タンクを取0出し、お巧□□をを 
はずす 

• タンク室ふたを開いで給油タンクを取り出し、 
給油 □□ をををにまわしで取所ますしでください。 


タンク室ふた、 
給油タンク \ 



»燃焼をに捨油クジクを持ち上げま 
すと、：ををかたおに給巧時宮數消. 
•; .乂黨垣が®いむ葛摸的に:消义し. 

. ;ずす：..こ.^.......:;:;;:;'...;;ぶ..:ミ:;-:.:. 

♦ mm 巧をの癖な)巧分•に:: JS など 
=がなき索ぅでいる義食錄巧り餘らぃ 
.でぐださい。；： . 

油滿れみ原菌(こな0まず。.^ = 


お巧□□を 
n ( が面） 



2•給がずる 

♦巿販の給油ポンプなど 
を使巧しで、巧量計を 
見なびら給油しでくだ 
さい。 

• 莊量計の〔[>〕位置ま 
で黒色に変わったら、 
給莊をやめでください。 



3•給油□□をを巧める 

I 么警告 ] お油 □□ をは、 S 実に締めてく 

ださい。 

給巧 □□ をを下にしで、迪漏れびないこと 
を確かめでから、給油タンクをタンク室に 
正し < じ、ソトしでください。 




給'莊□□を 


♦ 警告」お疮む D ををおめに好めたむ寺る; 
;:獻卿に推油ロロをがはずれで火總劝«窗 
n ミをります^ 

華こ线れたな迸はよくふきとってくださ UV ’ ミ 


給油するとさのめゃす^ 


巧 a かで巧巧しでください。 

• ご使巧中、油量計の油画（黒色部）び半分位になると、 
あと約 3 時間で給油タンク巧の油びなくなります。 
r 給油の手順とま意」にしたがつで給溢しでください。 



点义前の準備と確認 


水平な巧巧にお B 

響 


纔難 a 獄紳 I 臟苗のすねり齡 II 巧•旨動默紳のじ、ジト 



給油タンク 


貢動 f こ づ、尸 

たツト / 左ちじ W 



参ストーブは、が平でを定の参給ミおタンクをじツトする参燃焼筒のつまみを持つ •な义つまみを巧し下ばることによ 


よい巧の上に設置しでくだ と自動的にたットされまず。 

さい。 


> 傾稱した ; 篤巧や厳！ ] 巧激 la : ぉ 
場所す读巧ずると、;異常嫌照 
^ やが藍貸動消火装担の熟 fg 動 ; 
の镜鐵ごなりまず 。：.;-. 


♦繪雜タンクが確冀に入つで已卜 
なも、と戸をットされません。" 


で左ちに 2 〜 3 回動か 
しで、しん票の窗じ正 
しくすわつでいるかを 
確かめでください。 


り自動のに它ットされます。 


がご热を載 S し柏を茵畴に上がり V 貸動 
魄 q 璃炎さげ孝ず。;;: J - :"; i 

























圓使用方法 


点乂 


IIHUWII の IIWIHWRIHWI 脚1剛樹1 脚 litsJKttrtulwwwwwrtlWHHHWH 附削 iWfiiimwilWMinwwiwi 抑 iiFsm 姐 H 樹11が 阿 I柄 I 


電池点义のしかた 


1•お义つまみを下げる 

参静かに止まるまで巧し下げでください。 

しんび同時に上びり自動的に点火しまず。 
•点乂を確認しでから、点义つまみをちと 
の位置まで静かに戻しでくださし、。 



k 点乂ヒータな近から白煙力す上がるだけでな义しない蹟含は、点乂つまみをか 
し戻ずと為火します。 

(邀に強く禅しつけると窝义しにくくなります。） 

I 点义したことをお諮したあとを点义巧巧をそのまま続けでいると、点义ヒー 
夕のフイラメントカ 《 斬摄したり、破揭の原因になります。 


2.燃巧筒のずわり確窥 

•懒焼簡のつまみを持って、をるに 2 〜 3 回動 
かしで、しん案内筒に正しくすねつでいるか 
を磯かめでください。 



をろに動かす 


-1 A ミ主意 I 燃焼盾び正しくすわつでいないと、最 
初から巧义ですすけで禁巧燃焼します。正しくす 
そげけでください。 


マッチ点义のしかた（方一点乂ヒータが使えないとき2 


1.ガードを開いでください。 

2 .点乂つまみを止まるまで謗かじ巧し下げしんをいっばいに上げでから、点乂つまみをも 

との位置まで戻しでください。 

3 . 燃焼筒つまみを固のよラに持ち上げてマツチで点义してください。 

4 . 燃焼筒をしん棄巧筒の上(こ静かに戻しでください。 

5 .燃焼筒つまみを持ってをちに 2 〜 3 ◎勸かし、燃焼筒のすわりを礎かめでくたさい。 

6 .ガードを閱めでください。 

•のめでご使用になるとまや、しんの寺入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは' 給ミを後20分が上放置しで、しんに十分な巧がしみ 
ごむまでおまち<ださい。しんに十分な涕びしみこまないラちに点乂すると、吸い上げ不足のため燃焼箇のホ熱不足び続くことびありま 
す。このときが、いったん消乂し、20かな上放置後点火してください。 

#巧めでご健用になるとき、点火後しばらく多かのにおいがしまずが、これはストーブに1守着しでいる'庙などが焼けるときのもので異萬で 
はあのません 。 i 


W 滅 ♦マッホの燃えかずをしん巧ちや■台の上:に理かないでください。樹脂都巧び焼潰したり、火災の原因じなりまず。 



炎の調節 

HI t が WKU 化 immiminnHnwnBiH 画 ii 脚 ttBttaaii wuiitwi の《阳《 麵抑 1 麵西化な * i 

がの調節はしん網節つまみでおこないまず。 


timtmsMi 巧 " お I 村お I 化 


UI りが I か nintfl 巧 W r 柄け思川 I 巧 11: 



参しん調節つまみを巧し下げると炎び怖び、引き上げると炎がルさくなりまず。 

必す正しいおのが巧じ調節しでください。 一— 

参炎やホ熱の状態を見なびらしんの下げすぎやしんの上ばすぎのが態にならないよラに調節 
しでくださし、。 


しんの下げすぎ 

燃烧筒の上部び黒い 




正しいがのが態 

燃焼筒び十分にホ熱し、 
燃焼筒上のおの1申びび 
4 cm む下 



しんの上げすぎ 

燃焼筒上に炎び 4 C 巾 
がと怖ぴでいる 



♦馬乂凑 1 S 〜20好たって、部分的ながのがぴや、燃焼窗の赤熱ムラか*でるときは、燃焼窗 つまみを 持っで左ちに程く2〜3医}動かしでください e 
それでもおび佛びできたら、しん調節つまみをゆっくりと引きとげで、正しい巧のがぶじ調節しでご使巧ください。 

♦扁乂後そのまま放っておくとしんの上げずぞのよラにおびがびで、ずずや一酸化炭素び発をずることがあります。 

また.：しかの下げずきのように燃焼篱の赤熱が不足しでいるが態で燃焼しますと、じおいや一胺化炭素が発をずるばかりでなく、しんに力-ボ 


ンがが蒼し、しん調がを重くなります。このよラなときはしん/のま入れをしでください。り0ぺージ参照）_ 

♦ しんをてげたが態から急にしんを上げると、炎が乂さくなることびありますので、ゆつくりしんを上げるよラにしでください。 

♦燃線中は：点火つまみに雜れないでください。がし下げるとおび上びります。また巧しずぎまずと、巧乂ヒータのフイラメントが変开ミしたり邸 


線じたりすることがありまず。 

♦換気讓‘超音波あ日湿器などを疲巧すると、がびピンク色になることか布りまずび、異常ではありません。 






5 •使用方法 
消义 


通常消乂のしかた 


1,しん拥節つまみを上げる 



♦静かにじ肖'乂位置」まで引き上げで消乂しでくだ 
さい。 

鶴節が誦 tp 擧 


2•消义の巧巧をずる 

参必す消乂の確認をしでください。 


スピード消乂のしかた（緊急時の消乂方法) 


しん調節つまみで消乂ずることのできない緊急時にだけ使用して<ださい。 

1，スピード消义ボタンを巧ず I 2•お义の確巧をずる 



消乂しないとをは… 


しん調節つまみび r 消乂位置 J に戻6ないとき 

しん調節つまみを引き上げでち、スピード消火ボタンを巧しでも、しんが下びらす消义しないときは給巧タンクを 
巧り化し、乂が消えるまで燃焼させでください。 

このようなとさは、お買い求めの販売店または、コ日ナお客様ご相談窓□にご相談ください。 

V_ _ _ _ _/ 


消乂後再点义するときは… 


消火後すぐに再点乂すると燃焼筒の温度び高くで、な乂しなかったり、においびします。また、点乂ヒータのフィ 
ラメントび断線する場合びあります。燃焼筒び冷えるまで、5巧位待っでから点乂しでください。 















圆畑自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときはが震白動消乂装置び作動しで白動的に消乂します。 

点乂つまみをとまるまで巧し下げると自動のにじツトされます。巧ぺージ参照） 

♦巧震自動消乂装覆は、 J にに定められた100〜2触ガル领撮動により能勤ず若ように調整しであり棄ず《；; V; 

. したがってご權巧中における弱い日萬的な振動、.傾斜では作® まを A 4 f 

♦変質巧巧がどすしんみ上部に夕《^レなどび多くが着 tl/ でいると^対霉島動灣乂装霞び作勤しでちし知び完ま fe: 下がりきらないで 
:;消乂しないこ^びあります P このようなときはしんのを入れをしで<だをい。 （10 ぺージ参照） 

♦地雲にぶっで巧動した揚含は、周画の巧燃物、スブ巧摸傷、な報攻)起な、れなど異常びないことを礎認したあと、再点次しで 

i ください。.:: :; u :. i ;: 苗 H : .. 己 ;: h ;; . 三；；..こ！；；;：.;;：..:.;;.:;-;!-...: • 寸 . 


S その他の装置(給測き自動消义装置) 

燃焼中に、給ミをタンクを持ち上げると、白動的に消乂します。 

給油タンクをじットするとき動的にたットされます。 

•:. . : •- . :; r • •- - • ••: • 

結缠夕^クが魔襄1こ入つでいないた、わットされす、:魚腺を糞ません。 ：；：；；；：- 
















































請離郑; i . I 


♦点义ヒータの位置（しんとの菌隔）は正 
しいか。 

(^フィラメントが、しんじ巧しでちよラ1 
ど良い位置にないと点义しにく<な0 
ます。 


>フィラメントの変お、脚線はないか。 


♦しんの化び 10 mm のときじ点乂ヒータのに置びちようど良いとこ 
ろじな0ます。 


•禱飄攤網驚 


しか、、 

—. I 2.5mm つ Qmm 


>をおは7ツチ俸などでまつす 
ぐになおす。 

>変形むすなおらないちのや、が 
線したちのはおり寶える。 
(12 ページ参照） 


フィラメントくフィラメントのお> 


a 


:::■ご. -.：■ •：： ；：：：：： .：：? ::：'：：：ミミミ *.；：： 

::: •••:• :心 ..：!* .：： ::：.::; 

■:- ■::- ."： : •- :: -Vr y/r ；：： ■•：：： : S ： 

• ミ • ..：• .：• :::. :: rr ::::::. 


•燃えかすなどび落ちていないか。 

♦燃えかすなどをおり除く。 

1_1 


•ほつれでいないか。 

•ほつれを切]る。 




r 点火操作をしでフィラメントびしんの'! 



i 



ほつれに魄れると赤熱び悪くなり点义 


燃元むす/ 

パ 

巧 



しにくくなります。 



圍 



必 まっれ 


ミ？ =? :; ：： .：： : r ：|； 

• Z ' .；：■ .；： I ： •:: ：：!'：：. ..：： ； 


± 


["作動具合 j 

•乾電ミ也を巧いで、しんを上げ、置台の左 
側を前後に強く勤かしたとさ、巧震自動 
消火装运力<作動しで、しんぴ最後まで確 
実に下びるか。 


>感度部、た動部を点檢する。 

f 燃焼筒と給班タンクを取り出したあと、定ち側面の止めねじ 
4本をはすしキャビネットを前方に愼け、操作バネルにミ主意 
しで持ち上げ、キャビネットをはすしてくださし、。 




i 魏震挡磯藉災裝讚; 

•. ミ I .：； ‘1. : :! 


犧駕部〈ふりこ、ベース ）1 
•ごみ、異物、ほこりなどび巧着していな 
し、か。 


♦やわらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


恋森部 



:ミ’：ミ..;：；ミ：；!-;ミ; r •ミ i - -;r 

• :: ； •: •：:: ::::: .；： r .•: r . r ?：- 

.j : y . ' : n : :：* こ三；?；； -：：： 

:;. .；：：： ぶ•ミミ •：;•：;:. ：ミ:'.； i : 

ミ-.!-; M ミぶ :！-;;.: i :ミ .： i i ミ：. 

:.ミミ：ミ:こ•ミ..ミ；::こ:••••1:. .；；： :;； •い：:••：：::： 

^ふミミミ ；： h y ぶ韶ミ菲出；!：；!； ii " : ii ： 
T を;;；：1ミ：ミ！ミ|; ii : ! i . ii ; 

-• -：■ ^：： ::r : z : . •:: :::. i , ■:、 ::: •ごご- 

[作動部（しん)） 

• しんの上下はスムーブか。 

•タールの巧着はないか。 

♦ しんのま入れをする。 （1 0ページ参照） 

♦効果のない場ちは、しんを交換する。 

(お買いずめの販売店または、おをくのコ□ナお客様ご相談窓 
□にご巧該< ださい。） 

‘ ミ:‘ .：；• ふ ：：： !：：ミこ’.ミミ..ふ..;-::! 

ミ；：；;’;：.；，;.^.;:;:，ミ 

•のびたり、 fc りれたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 

•パッキンに、のび、 t りれ、ひびなどび入つでいた場合は交換す 

(お買いずめの販売店または、おおくのコ〇ナお客様ごホ目談窓 
□じご相談ください。） 

非^^簡/轉ホお 

‘ ‘ ■ 

... i : : V - 人： .こ；_ ••• •，- 


国曰ちの点巧•手入れ 

点巧•ま入れは、消义をストーブが十分巧えでから、おこなつでください。 


纖姉 鑛 sfiiSiyi 

. 11 . ：：：!：： ••り ••，，一.… ，、• ん L & l : こ. . お ； L •,■•••• … .ミ： ミ. 


• し知の摄 apiair 識お卸掀織*; i 破試誠化••嚴ぐ强第銀 ill ； 趙韓細料想韻 
♦燃藏簡を落裝 ilU 載.巧う達龜尝な撇擲 I 製杉させ危蜂 ill /淺城を繁繼發も、を 

：：.. ミ;:、 ••：：： :だ..；； •• •：•： ：。。こ，；；；お.:心；；；..:じ ：；：：；.;:；.：；：: S む..：：：.：.. 

• しん窮的療 H 起瓣梦ンヴが巧鶴碌轉燕を笠がなレ鑽壤艇夸始 * ミ ...;‘;; i 


r 


W :!. が..’；け ：：：：, 
. リ 5 .•‘ . k • • 

けこ .；：•： ::::：；：1 
ミミミ；?•、ミミミミミ:、 








なを ： i 

‘;::苗.地備.が’-.::; 

:":巧部;-码;所 

!!;Mi 賴!ず思恐替; I'll 

jOHij '' . 

巧!!; mil ;, 帝‘ 


'知 

か 

ご:;‘ 

と 

: ISji ； J ： 巧.. 

::左法巧 S 冶叫 
：1 Wplyf 

•巧漏れ-巧のたまりや油のじじみがない 
か。 

♦巧のたまりや、巧のにじみはふきとる。 

•巧 sIfW 讀读^ j 浪 ii 山まめの腹巧巧に»理を依が b でく 

iH - 

賴 

:獅諸卜盾 
;lj (鞭、爹おな培: 

•ほこりやちれがないか。 

♦やわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 

巧 お 

•化繊などのほこりが焼ぎついでいないか。 

♦しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 

スト^ブ巧摄揉^ 

•可燃物びないか。 

♦周囲を整理•清掃し、巧燃物は取0除く。 

suW ；： -.age :ミミ:. -ntSi' 

；； f 曝 J 夕 : 瓣: 

•ヒータのホ熱が弱くないか。 

•点乂しにくくないか。 

♦新しい乾電难とで換する。 

J 

::: • .：：； Jr ； .ミミ： ：：.：：：：： ミミミ'-出--. j !; .ミ?：ミ- 

•たいらの部分に燃えかずなどびたまつで♦燃焼筒をはすし、©ドライバーの巧で ラ^ 

'パー 


I - ji ： I f I 


燃そかすなどびたまると燃焼筒のすわ 
りを悪くしで、燃焼をお害することび 
ありまず。 


!♦:レものホ！!ホ&觀藥廚縷がたけを巧 
I： mtzmym 撫棄棘すかを芳に楚 
i ちなも、ホ:5;に:獲だを IV，;ミ： • 



巧1回 


妊を！！ 


曼巧に1箇 


巧1画 


し義時 



















































































































殺。固常碟 ji 棲"*手入机 


■がタンク肉（給巧タンク-茵まタンク）の巧質ながや不純な巧を巧0巧くとまは•- 


姐覆方法 (火の気のないところでおこなっでくだをみ) 

1 .スピード消义ボタンを押で、巧震白動消火装霞を惟動送せでください。 

2 . 燃焼轉ど給雄タンクを歌:りおしたあと、左ち側面の化めねじ4本をはすしキヤピネジト 
を補ちに愼欣操作パネルに注暴しで持ちとばでキヤビネ、/ドをはすしでください6 ; 

3 . スイルピンを巧りあしで.、菌をタシクののな油を段のよ.号にレで據き取り、きれいな巧 
巧で2〜3回洗っでくだきむ>: 

4 •油到ブぎらの觀こた:まぅでいるがやごみ睐必す巧き机でふき取クでください。 

5 .オイルピンをちとどおむピシびまっすぐ上を向くように印!り巧けでぐださい。： 

6 .給なタンク巧)ちきれいなな嫌で洗い、度質かな油だ交換しでください。 

しんのを入れをあねせでおこなっでください。 (10 ぺージ参叙） 



しんの点検*手入れ（巧1回） 

ぃ一"一|。|の，"一"一…一"1^|り。1 一口り口…一 川而 P 一、 け讯 i m ii 师„ i m ■ 川 I N 川國 II— 川 M IIII W III 讯 I 肺 wi n 川り川 ■■i i i Miw 川 ii m ii—nnnwniii m ii i iiB nri ii mwm nw 川 iiiiTinirBniiwTiiii i mm m ng mi 川 miiimiir m ii i ■ 川 w iiii nm i iiuiMi i wi iii ■ 川 i ■ 川 — 川川 Wh Hi 

変貧な油や不純な油などでし/1/の上部にカーボンやタールが巧ちし、不具さびをじたとき （4 ページ 
参照）は、しんのま入れをしてください。 


しんの手入れのしかた 


しんの手入れをするときは、嚴のあたらない場所でおこなつでください。風力ぐあたるとホ乂が'化たり、異常燃焼の 
原因になり危険です。また、しんの手入れ中は(こおいびしますので換気をしでください。 


1•空タンクをたットする 

•給油タンクの巧ミをを巧いで、空夕 
ンクをたツトしでください。 



給;'巧タンク 


>た^卜しないと心んがてびつで、？し 
んのま入れができません* 


2•点义操作をずる 

♦正しいおのが態で燃焼させで 
<たさい。 

(6 ページ養照） 



3•そのままな油びなくなつで、义力 
びかさくなるまでな置ずる 


4•义力びかさくなったらしんをいつ 
ぱいに上げ、消义するまで燃焼さ 
せる 


>しんびか fc くなつでいるときは、:しんの寺入れを2〜3;◎おたなな t ください b 

>しんの寺入れ後のご使稱轉、しんを一番下まで下げでから給油クンクをち、 V 卜し、20おな上待つでじ知にホお巧油がしみこ知女から鳥火して;< だ 
しんに十おな油びじみこまながう却こ点乂ずると、吸いとげ不足のた:が燃焼簡の箭熱不足び続くことがあでまず。. 


■巧のようなときは巧しいしんと巧巧しでください。 （12 ぺ-ジ参照) 

•しんの手入れをおこなっでも力ーボンやタールびとれず、効乗がないとき。 
•しんが水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったとき。 

♦しんの上部び消耗しで、うすくなったり短くなったり、のむになっているとき。 

■しんについで 

♦このス I -ーブのしんは着乂しやすいよラに点乂部にが夕きがあります。 

•祝夕き部分の織總をほつれさせないでくださし、。 














回定期点検 

長巧巧ご使巧にな0まずと、巧器の点巧が化要でず。 

2巧に1◎程度、シーブン終了をなどにお買いホめの版売店または、修理資艳着〔(が）曰本石巧燃焼おお巧巧協を 
( TE し 03-3499-2928) でおこなラ按術管巧講習を修了害 （5 巧機お技術管理±)など〕のいる店などにおお依巧 
されることをおすすめしまず。 


愛情点検 

.... 摸年ご傑無の巧 a ストー巧^旗横难樹 た.^ .‘ 


WI 雪養 麵嚷莖 WI 1 V 

の 

こんな症状は 
あ0ませんか 

•油ちれかする。 

参炎が不ぞ定でススや熏煙力< 出る。 

•器具を強くゆすつでを炎び消えない。 

鲁焦げるよラなじおいや目がチカチカする。 

参その他の異常やお障か> おる。 

► 

お障や事おの防止のため必す販売 
店にご連絡ください。点検-修理 
じついでのご賣巧など詳しいこと 
は販売店にご相談くださし、。 



故盾-臭ちの見分け方と処置方法 


•巧の表じちとづいで、お禮かめください。 

•処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お質いすめの販売店にご相談ください。 
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燃焼窗つまみを左ちじ動かしでずわり 
をなおす 

6 

卜奪嚇 曲嫣 栖賴議鬻寶難しなる. 

■ 

口 


口 

■ 

口 



■ 




おをあけ、部屋の換気をする 

1 

— ••■， 111 "りリ| 1 |川 11111 III 111111111 wnnairi^il 

□ 

口 

百 

口 

■ 

口 



■ 

♦ 


• 

「しんの寺入れ J をずる 

10 

. 職觀禱賴歸騰 罐歉湿み 

口 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 



■ 




変形をなおすカタ^換する 

9.12 

進 fifte 部し- 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 



■ 




0© を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

4 


■ 

口 

口 

口 

口 

口 



— 




新しい部記と交換ずる 
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給迪タンクを渡実に入れる 
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販売店に依頼しですぐ修理する 
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•燃焼をや消乂後に、ときどきレポコンポコン J といラ音びしますび、これは給おタンクから固定タンクへなミ由び流出す 
るときの音で異常ではありません。 










































































US 品交巧のしかた 

部品交換のときのま意 

不ちまな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調碧力*必要な場合には、お買い巧めの販売店または、修理 
資巧者〔(財)曰本扫巧燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了着 （ S ® 機器技術管理±)など〕のいる販売店に 
ご相談 < ださい。 

巧品巧おは コロナ純正部品 とごおをください。 

しんの交換 


: i : .♦しんのな換は;‘.•お買い求めの販责控または、お S くのコ d ナお客樣ご巧謀窓.□へ依頭き 
ミ;^;.‘.れるゴとをおずすめします。•‘ 

制或.返肆樸擊こ合格または諾証された向□ナ抑巧,しん， SX - 227 0 J (ろのマーク1す) 
:: J ふをご使用くだをい。 ' 

泉 f 器費に麵資 U 接いしんや、お悪なしんを使用しますと、性能を十分発揮できないばか0 
: hr . でなくぶ災や审毒の原扱になりまず J ‘... 

• J •:しん巧)交換ち紙ま、替しんに罔こん巧 r 若油燃焼機器蘭じん取振觀明晝」，(こしたがつ r 

若擊禹峰, f .ミ;ぶ/, ::;: ;7:;養:ミ;:.;; •... .;:! VV ぶ;. i /’ ；-：■ // 

燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスが割れたときは、お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす自談窓日にご相談ください。 

点义 ヒータの 交換 



1.巧覃紙と燃焼筒を取0出ず 
2•リングフタをひらく 

•リンブフタの止めねじ1本をはすしで、リンクフタを闆いでください。 



3•お义 ヒータを はずず 

•ろい点乂ヒータを巧しなびら左にまわしで、ソクツトからはすしでくださし、。 



ん新しい点义ヒータを巧0巧ける 


•席乂ヒータのヒータガードを下測にしで、ソケットに巧り巧けでください。 



5•リングフクを固定する 

•リンヴフタのつめび案内筒リングの角巧に入っていることを確認しでから、ち 
とどおりじ止めねじで固定しでください。 




















ii 巧管(長期お使用しない場さ） 

おしまいになるとさは、 B 常の点検-寺入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 


1•お巧タンク-固定タンク巧のな巧を巧ぎ取つでください。 （10 ぺ-ジ参照） 

•か、ごみなどを残したまま保营すると、さびや巧あさの原因になった0、しん上下不良の原西になることもあります。 
•な迸を抜いたあとは、内部をよく乾燥させでください。 


2,しんの寺入れをしでくたさい。00ページ参照） 


3•必ずを S がを取0はずしでください。 


4•內部のごみやほこりを®つてください。 

•燃焼筒と給油タンクを巧りおしたあと、をち側面の止めねじ4本をはずしキヤビネツトを前ちに傾け、操作パネルにま意 
しで持ち上け r ください。掃除機などでごみやほこりを取りおいたのち、をとどおりに組みなででください。 


5•ストーブのが涼を况巧しでください。 （9 ペ-ジ参照) 


6•が震白巧消义装®を作®させでください。 （9 ペ-ジ参照) 


7•包装おに入れで、巧煩した用巧に水平に保含しでください。 




谁 r 成ま意 I おけた構倒巧が煤をが巧斟に巧含レない巧くだをい V : 

:ミ:1硬囉醇菊*蘇:轉 I 霉告错ぉ柳马擇彎轉霉擇转さお A 

♦巧みースンにお曠し^じ每きなき辑、.韓親捏動讚;が装若が P 投をを^譯呼<均か患 lliK しんが兼聲までてがる S とを瘡か麟货ぐ转まい。 
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仕様 



mgBMMIIIIillMIIIIIII 1 11 111 II l"T III ITI IIliliilil 圓 lillilllMM 


しん武 < 放射お 


電她点乂 

を ;：®.1 m 

な油 （J に 1 号な油） 

iPHEmo 

0.218 L/h 


2,24kW 

識薪ぶ进瞧 n. 

3.0L 

mm 嘘;纖删顧 

約 14.0 時間 

把 .;^;.::; 

: 療 . ，奪 ;: w: 塞. 

木 造10.0が(6置)まで 

コンクリート13.0が (8 置)まで 

私；啦 ; ，甘 ,; 谦 ‘ 

1こ扣：:ミ. V 相こ;:.--:;::;; 

高さ475圆幅が 2mm 輿巧314圆 
(置台を含む） 


7.3 切 

. ：: Hi ..!’. 

.進 1;;K; 

1 を：?ミ.：ミ;' 

.'镇 V 議 

普通筒しん 


内径65醒晨さ2,8咖 


巧 震白動消乂装置 


給油時 S 動消乂装置 

















































脚アフターサービス 

保証について 


参このコ□ナ6巧ストーブには保証書わすついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店ち J などの記入をお確かめのラえ、販売店力、らお受けとりじなり、大のに保管しでください。 
•保証期間はお翼いあげいただいた曰から1ホ間です。 

•なのよラな原因による故障および事故につさましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

• 変質な a や不純灯泌など、また灯油私外の燃料使巧によるが障や事故。 

• 誤った使巧ちま(こよる故障や事故 C 


修理を依頼されるとき 


保証書をごらんください。 


>本書の[故障•舅常の見分けちと処置ち法」 （11 ぺージ参照）の頂にしたびっで調べでも良くならないときは、お買い求めの 
販売店または、おあくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

►ご連絡いただきたい巧客は次の通りです。 

• 品ち 

• 型式の呼び 
♦お雲いあば曰 

•故障状況（でさるだけ員体のにご連絡ください。） 

♦ご住所 • ご氏名 ■ お電話番号 

M 爹理に際しでは、保記書をご提示ください。保証期間をであれば保姐書の規定じしたがって無料修理させでいただきます。 

>ご不日月な点や修理に関するご相談は、お員い巧めの販売店かお近くのコ□ナお客様ご相談窓□じお問い含ねせください。 


■巧班規間が通藝でいると寒!ま； 

♦お農い讓姨巧娘売風こごホ吕懿ください。 


修理じよって輝おでをる製品についではお喬碌のご要襄により.臂料修理いたしま;す; 


1捕修巧啤能部民の保有期間 ； 

♦垣組ストーブの補修巧な能部韶:機能を維持するた始じ必愛な潍盧)の保幫期蔚は穀違打ち切:り禮6なです。！ 


祖傢理た::逝きれるとさは 

•輸送轉常運搬畴陪給油タンク 
必す據き取つでください。 


園定タンクのじの油び残ったままですと、懦受や振®で'巧油がこぽれることがありまず巧;で、 











































兰条巿東新保 7-7 〒化日-8510 TEL (0256)32-21 11(大げ表) 

柏崎市宝町 2-58 干 945-081 7 TEL (0257)23-51 75(巧表） 

長阔巿下を町倉ノ浦1069〒940-1146 TEU 0258)22-21 21 ( げ表） 


52603002 



お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈答品などでお西りの場台は、下記のお巧くの窓□にご相談ください。 

ち称、 P 斤在地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承くださし、。 
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巧まお西な巧 888-1 

巧崎市大平の巧添49 _ 

の巧巿南盡史 1-8-47 
の西巿南を亞 1-8-47 
高がホろ里町1了自 8-5 
をが市げ貫区け田おノ" I 原の 70- 1 
おお巿飾お区宿 4-33 
彦お巿正法寺の巧出78 
お知山巧巧巧まの6日 

広岳ホを巧南区巧® 3-27-20 
広®巿をに南区巧困 3-27-20 
岡山市辰 635-1 03 
米守市吕夕美巧 235-1 
筒南市徳山き ーノな手5631 -4 

巧岡市巧さ区お比惠 2-2-40 
な巧巿酒な西の 638-10 
化;V州市げ這:1ヒ怪愛着 2-6-4 
庭巧ち巿巧上 7-1 日-5 
焦本巧尾ノ上 1-11-12 
長時県西紙巧節時津町左底お浜坦 74-1 
き時巧な忌 3-59-2 
大好市二巧1了目19爱 


干003-0028 
デ003 -0 B 75 
〒か1 1-0824 
千 078-8262 
T 080-0022 
干085-00：38 
干090 -0064 

デ030 -0946 
〒〇 30-0946 
〒〇 10-091 7 
〒〇 10-0 扫02 
千 031- 0073 
〒〇 36-8086 
テ 020-0823 
テの 0-0823 
-023-0002 

〒983-0035 
〒 983-0035 
〒963-8033 
〒963-〇111 
〒 965-0843 
于 990-2423 
T 990-2423 
干 998-01 03 

干11 4-0003 
〒 114-0003 
で31 0-0852 
で 262-0033 
〒331-0811 
〒30日-0861 

で 245-00 が 
T 245-0063 
〒190 -0034 
干 190-0034 
〒409-3866 
= f 409-3866 

〒370 -0007 
〒370-0007 
干 321-0933 
デ 321-0933 
テ 373- 0825 

干 955-0864 
于 955-0863 
干950-0855 
〒38 1-0022 
〒:38 1-0022 
〒 944-0001 
〒 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
千 930-0985 
=1=918-8237 

〒455-0803 
〒が 5-0803 
〒 422-8034 
干500 -8358 
〒500 -8358 
テ 514-0819 
于 514-0819 
干41 0-0303 
〒 444-0007 

干 564-0044 
〒 564-0044 
干 760-0 の8 
テ61 2-8414 
〒672-8071 
=r 522-0024 

于620’0061 

〒731-0138 
千 731-0138 
干700 -0976 
千 683-0035 
干 745-0882 


干81 2-0007 
〒84 1-0042 
〒卽3,082 S 
干 090-0034 
干 862-09 13 
〒 S 51-2106 
T 880-0032 
テ 870-0107 


了 EUOl 1)864-0440 くげ表〉 
下 EL(011)879— 2121ミげ表 
TEL 如3の 48-6070 如表） 
TELtol 66)37-2330( げ表） 
TE しの 155)35-751 8【げ表） 
TEU0154)24 -419バけ表） 
TEUCn 57た 6— 2103如を） 

TEU017)742— 8255(げ勒 
TEL(017)743-2971( 化勤 
TEL の 18)864-5671( げ表） 
TEUCn の864—5219(け表） 
TE しの 178)24-5289( げ動 
TEL の 172)28 — 3910(巧表） 
TEL の1 9)622-479 1(が表） 
TEUOl 9)604-0281 (け表） 
下巨 U01 の) 22-41 5目(巧勤 

T巨Lの22に35-3181(巧表） 
TEL のの) 783 — 179 U 巧動 
TEL の 24)938-2240( げ表） 
TEU024)947— 4654くげ表） 
T 巨 L(0242)2 色一3211ミげ表） 
T 巳しの23)642-3255(巧表） 
TEL の 23)631-7381( げ表） 
TEL の 234)31-0571 (巧動 

T 巨 L(03〉3927 — り51 くげ載 
TEL り3^391 1—1 13パげお） 
TEL。 2 み 241 - 2 1? 2 け表） 
下0_り43〉274—112バげ表） 
TEL り 48)651—1 23パげ表） 
TEL(0298)39 - 5325{げ勤 


TE しの巧; 
TEL のが 
161(042： 
TELC042； 
TEL(055 
T 巨 L(05 日! 


お52—400が 

*852-4802( 

1531-6771( 

>531-4271 

>268-1567 

>268— 156お 


TEL(027)361— 4806(げ表） 
TEL(027$363-8955^ 教 
TEL の 2 が 63 S—STOM げ教 
了巨し(02が632-5180巧を） 
TEL の 27 の 38 - 65 ?パげ勤 

TE し (0256)32— 2 1 26(巧勤 
TEL(0256j32-21 29げち） 
TEU0 25 ) さ 86 — 9131 げ動 
下£し(〇26に21-5111げ表） 
TEU0 26 た 2 1-の〇 4 が表） 
TE しの 255 ) 73 -? 5 げ教 
TEU0263)26-0051 h ザ表） 

TEL の 7 の 26 〇-〇が 7 が表） 
TEL く 076)260-0038 巧表 
TEL 076)444-0567 fta) 
TEL か 776)23-0 日67ミげ表$ 

TEL く 05の 383— 3330が表） 
TEU052)384 -白670ミげを 
TEU05 如238 -0005が表 
TEL(058 口68-7 555 (け表 
下 EL り 5 が 276 — 9788 が表 
TEL 059)234-8471 代表） 
TE しミ 059)235-2755 ミけ表） 
TE しりが表 
下£しわ 564 )巧一〇 275 {代表ろ 

TE しく 06)6380-211 パげ表） 
TeUO 656386 —5670 ミげ表〉 
下巨しの8 7 )835 —171パげ表ろ 
TEL く 07己) 643-2002 ミげ表〉 
TEL か 792 ) 34 - 2 が 1 如表^ 
TEL か 749)24 —6239如新 
TE しか 773^2-0827 ミげ表ミ 

下£しく082夕71-3310くげ表） 
TEL ミ 082)871-33 15如表 
TEL(O06)243-7751 瓜表 
TEL ミ 0859)33 —8157 くげ表ミ 

下[しわ834ミ22-5567{巧表） 

TEL(092)474-5771 くげ表） 
了巨しミ0942)81 -391 5 くィち表ミ 
TEL わ 93)592-861 パげ表 
TEL わ 99)281-1321 的表 
TEL わ 96)367 — 7361(巧巧） 
TEL(095)882 — 7710^ げ表 
TEL(0985>29 -1680如を J 
TEL 沁9 7)523 — 5161如表； 


FAXmi 1)863-3154 
FAX 011)87*1-2000 
FAX 0138)48-6080 
FAX か166 37 - 23：38 
FAXCOI 55)35-7510 
FAX(0154)24-0451 
FAX の 157)26-21 07 


FAX の 17) 742—8275 
FAX の 17) 743-6741 
FAX の 18)8 目 4—8468 
FAX(018)864-5760 
FAX の 178)45— 4290 
FAX(0172)28-0191 
FAX(019)622-5244 
FAX(019)604-0283 
FAX の 197 に 2-4452 

FAX(022 に 36—8810 
FAX の 22 口の- 1792 
FAX の 24)938—3021 
FAX の 24)946-7651 
FAX の 242)26-3216 
FAX(023)642-3254 
FAX の 23) 目 31—7391 
FAX の 234)31—0 日 81 

FAXf03)3927-1160 
FAX 03)3927-1130 
FAX ミ 029)241-4268 
FAX 043 274—1135 
FAX 048)651-6370 
FAX(0298)36-1913 

FAX の 45 夕 52- 巧が 
FAX 045 852-4818 
FAX り4か3卜0496 
FAX 042S531-6 口6 
FAX 055)268-1569 
FAX ミ055 S26 艮 —1571 

FAX の 27)361-91 39 
FAX り 27) 364— %28 
FAX 028)632-5205 
FAX 028)610-4607 
FAXto276) 38-5508 

FAX り 256)35— 8519 
FAX 0256)32-2137 
FAX 025)286-3313 
FAX り 26)221—0039 
FAX か 2 お 221 —1039 
FAX(0255) 72-5696 
FAX(0263)25-9961 

FAX(076)260-0775 
FAX か 76^260— 07% 
FAX か 76 ミ 444—0611 
FAXto776)23-0580 

FAX の 52)381-1266 
FAX(052 381-5244 
FAX 如か 38-0006 
FAX か日が 2 自 8-7550 

FAX の 59 に 34—8472 

FAX の 55)968-62 12 
FAX(0564)25-1726 

FAXm6)6386-7262 
FAX(06)6386-5588 
FAX 如 7 夕 35-0160 
FAX(075)643-0870 
FAX(0792)34-6109 
FAX の 74 か 6—2116 
FAX(0773)23-7592 

FAX(082)871-3306 
FAX(0a2)871-0272 
FAXm86)243-7191 
FAX わ 85 が 23—0709 
FAX(0834)22-5589 

FAX(092)474-5775 
FAXf0942)81-3918 
FAX 093)592—8 日 66 
FAX 099 281-1252 
FAX(096)369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAXm985)25-0685 
FAX か 97)523 -已 162 


か巧営業所浦流巿大平 392- 3 


テ 901 -211 3 TEL の 98)879-0677( 化表）戶 AX の 98)8 巧一 1674 


場场場 

エ HH 

巧崎岡 
本巧長 





